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令和６年度 部活動に係る活動方針 

弘前市立第一中学校 
１ 部活動の目的 

部活動は、生徒の自主的・自発的な参加により行われるものであり、スポーツや文化及び科
学等に親しませ、学習意欲の向上や自己肯定感、責任感、連帯感の涵養等、学校教育が目指す
資質・能力の育成に資するものとして、学校教育の一環として行われるものである。 
本校は、部活動を通して、知識・技能の習得のみならず、生涯にわたってスポーツや芸術文

化等の活動に親しもうとする態度を養うとともに、心身の健康の増進、好ましい人間関係の形
成や社会性等の育成を図る。 
また、特に次の３点を意識して活動する。 
・達成感や成就感のある場となるように努める。 
・学年を越えた集団の中で、互いに協力し合い、向上を目指す態度を育成する。 
・規律や礼儀など、日常の生活や将来につながる指導を意識し、同時に励行に努めさせる。 

 
２ 運営方針 
（１）部活動の目的や指導方針、望ましい休養日や活動時間等について、全教員で確認し、共通

理解の上で活動を進める。 
（２）部活動の教育的意義や進路選択の観点から、生徒に対しては部活動への参加を推奨する。

ただし、本人・保護者から、校外でのスポーツ的・文化的活動や学習活動、又は特別な家庭
事情があって参加できないという申し出があった場合は、相談の上、参加しないことを認め
る。※詳細は８の（２）参照 

（３）部活動は全教員が担当し、一人の顧問に負担が集中しないように役割を明確にするととも
に、協力して運営・指導にあたる。 

（４）部活動の活動方針、各部の年間計画や活動計画について、保護者や地域住民に対して周知
し、理解と協力が得られるよう努める。 

（５）生徒の安全を第一に考え、施設・設備等の安全点検を行うとともに、大会等の引率時にお
ける生徒の把握、活動時の安全確認等についても十分に配慮する。 

 
３ 指導方針 
（１）生徒の心身の健康及び安全管理の観点から、種目や分野の特性を踏まえた、短時間で効果

が得られる指導に努める。 
（２）生徒による自主的・自発的活動が促進されるよう、生徒個々に目標や課題をもたせ、目標

達成や課題解決が図られるよう支援する。 
（３）生徒の健康に考慮し、本校で定めた休養日や活動時間等を厳守するとともに、過度な活動

内容とならないよう配慮する。 
（４）豊かな人間性や社会性を育むため、生徒の努力を認め、励ます肯定的な指導と、コミュニ

ケーションを大切にした指導に努める。 
（５）体罰は絶対に許されない行為であることを十分に意識し、生徒に対して肉体的・精神的苦

痛を与えることや、セクシャルハラスメント・パワーハラスメント、生徒の人格を否定する
ような発言等は絶対に行わない。 

（６）活動する際は、原則として顧問が活動場所に付き、顧問が付けない場合は、活動を停止す
るか、他の教師又は外部コーチが代理として付く。※詳細は７の（５）参照 

 
 
４ 休養日・活動時間 

生徒の休養日及び活動時間等については、生徒の発達段階を考慮し、食事、休養及び睡眠等
の生活時間のバランスのとれた生活を送り、多様な活動に取り組む機会を得ることができるよ
う「弘前市小学校期の文化・スポーツ活動等及び中学校期の部活動の指針」を踏まえ、本校で
は以下のように定める。 

（１）休養日について 
① 学期中の休養日 

・週あたり２日以上（平日１日以上、週末１日以上）の休養日を設ける。 
※大会参加等で週末の両日とも活動した場合は休養日を月曜日に振り替えるものとする。 

② 長期休業中の休養日 
・学期中（平日１日、週末１日の休養日）に準じた扱いとする 
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・長期休養期間を設ける。 
・本市で定める閉庁日及び年末・年始期間 

③ テスト期間の活動 
  ・中間・期末テスト当日を含め７日間活動停止とする。ただし、休み明けテストは、当日

を含め、３日間活動を停止する。 
④ 会議がある日の活動 

・職員会議及び学年会議の日は部活動を行わない。その他の会議の場合は危険のないメニ
ューを組み、適宜顧問が活動場所を巡回する。 

（２） 活動時間について 
① 学期中の活動時間 

・平日の活動時間は、２時間程度とする。 
・週末の活動時間は、３時間程度とする。 

② 長期休業中の活動時間 
・長期休業中の活動時間は、学期中に準じて３時間程度とする。 

③ 生徒の退下完了時刻 
・４月から２学期末テストまでは午後６時３０分、それ以降から３月は午後６時００分と
する。 

④ 強化期間 
・地区中体連１週間前から「強化期間」として短縮授業とし、活動時間を確保するが、退
化完了時刻は守る。 

 
５ 練習試合や大会・コンクール等への参加 
（１）練習試合の実施回数や、学校として参加する大会数については、生徒の学校及び家庭生活

や保護者の送迎等を考慮し、過度な負担とならないよう十分に配慮する。 
（２）練習試合や大会・コンクール参加への交通手段は、公共交通機関、貸切バス・タクシー等

の利用、もしくは、保護者の自家用車を原則とし、教職員が生徒を自家用車に同乗させて移
動することを禁止する。 

（３）宿泊を伴う遠征や中南地区以外での大会等の参加については、管理職と相談する。 
 
６ 設置する部活動と顧問 

 部 顧問 備考 

常 
設 

野球 長内 倉橋  
バスケットボール 小野 穐元  
バレーボール（女子） 奈良岡 幸山 大越  
バドミントン 工藤真 鎌田瞳 亀山  
ソフトボール 田川 浜田  
サッカー 嘉山 田澤  
陸上 三上 小山 工藤啓  
ソフトテニス 小笠原 工藤智 阿保 三浦  
卓球 成田雅 丹代  
剣道 鹿内 神  
柔道 舘坂 森  
吹奏楽 竹林 千葉 福士  
合唱 久保 須郷  
日本文化 葛西里 工藤多  
美術 對馬 外崎  
囲碁・将棋・連珠 成田恵 清藤  
コンピュータ 間山 清藤  

特 
設 

水泳 外崎  
駅伝 三上  

 
７ 運営上の留意点 
（１）毎月の活動計画等の作成にあたっては、次の点に留意する。 

① 毎月の活動計画については、月末までに翌月の活動計画を作成し、校長、教頭から承認
を得る。また、承認を得た活動計画の原本は、部活動計画綴に保管し、全教職員が共有で
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きるようにするとともに各家庭に示す。 
② 実績報告書については、月末に作成し、校長、教頭に提出する。また、確認後は、事務に

原本を渡し、写しをファイルに綴じて保管する。 
（２）校外での活動及び朝練習、部活動停止日の活動を行う必要がる時は、事前に教頭に相談し、

下の様式に記入の上、特活指導部長に提出して、校長の許可を得る。 
  ① 校外部活動届（様式２） 
   ・大会要項、名簿、保護者への通知状がある場合、全て添付する。 
   ・大会参加費等の請求がある場合は、請求関係書類と共に１週間前までに提出する。 
   ・その他の対外試合等は活動のある週の２日前までに提出のこと。 
  ② 朝練習許可願（様式３） 
   ・中体連、新人戦、県大会の１週間前から行うことができる。 ※土、日、祝日は除く 
   ・活動の時間は７：１０～７：４５とし、７時前には生徒を登校させない。 

・朝練習実施日の一日の活動時間の合計は、規定の時間を超過させない。 
   ・提出期限は活動の前日までとする。 
  ③ 部活動停止日特別練習許可願（様式４） 
   ・テスト前や職員会議など部活動停止日ではあるが、直前に諸行事があり、部活動を行う

場合に提出する。 
   ・ただし、１時間程度の練習・調整とし、練習試合や遠征等は行わない。 
   ・提出期限は活動の前日までとする。 
（３）部活動の必要経費として保護者から集金する際は、通知文により周知し、年度末には会計

報告を行い、管理職及び各家庭に示す。 
（４）外部コーチ(部活動指導員、部活動アシスタント含む)には、校長より委嘱状を交付し、本

校の方針について理解してもらうようにする。 
（５）外部コーチについて 
    ① 部活動指導員 
      ア 顧問が学校敷地内にいなくても指導が可能である。              

イ また、学校外での大会・練習試合等の引率も可能であるが、顧問は、可能な範囲で共
に引率するか、連絡体制を整えておくようにすること。 

    ② 部活動アシスタント 
      ア 部活動アシスタントは、顧問が学校敷地内にいることを条件に、顧問が部活動場所に

いなくても指導できる。 
      イ 顧問が学校敷地内におらず、どうしても活動が必要な場合は、顧問が管理職に相談す

る。 
ウ 部活動指導員経験者のみ、保護者の了承を得たうえで、校長が可能と判断した場合に

は、中南・東青・西北地区で行われる宿泊を伴わない練習試合など、他校との合同練習
の引率が可能である。顧問は、可能な範囲で共に引率するか、連絡体制を整えておくよ
うにすること。 

エ 部活動指導員未経験者については、保護者の了承を得たうえで、校長が可能と判断し
た場合には、中南地区で行われる宿泊を伴わない練習試合など、他校との合同練習の引
率が可能である。顧問は、可能な範囲で共に引率するか、連絡体制を整えておくように
すること。 

    ③ 外部指導員(①②以外)                              
学校敷地内での通常の部活動に限り、顧問が部活動場所にいなくても指導できる。  

（顧問は学校敷地内にいること） 
 
８ その他 
（１）部員がいなくなった時点で休部扱いとし、休部期間３年をもって廃部とする。ただし、休

部期間中も勧誘活動は行う。 
（２）２の（２）を受けて、部活動に参加しない生徒は「生徒校外活動届」を提出する。 
 (３) 活動の細則については、別に示す。 
 
 

令和６年４月１日 現在 


